
農村計画学会 2020年度秋期大会学術研究発表会プログラム 

 
１題あたり 20 分（発表 14 分、質疑 5 分、発表者入替 1 分） 
バッファタイム 10 分（各セッション） 

                    ＊発表番号の  囲みは、学会誌に掲載された論文の発表を示す。 

第１日 １２月１９日（土）    39(3)など  囲み内の数字は、掲載された学会誌の巻号を示す。 
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開会挨拶（会長：一ノ瀬友博、オンライン開催） 

第１会場（オンライン開催） 

 
〈A： 農業・農村における新たな潮流〉 
 

コーディネーター：山下 良平（石川県立大学） 
 
 

  1. 農村地域の伝統産業の技能の保存・継承におけるヴァーチャル・リアリティ技術の有用性の検証 
（副題）和歌山県みなべ町の製炭技術を事例として 

奥野雄太（滋賀県高島農業農村振興事務所） 他2名 
 

  2. 中山間地域における行政サービスから見た自動運転技術の導入可能性 
桑野将司（鳥取大学） 他2名 
 

  3. 中山間地域における起業促進の支援システム 
（副題）岡山県西粟倉村を事例として  

中塚雅也（神戸大学） 他2名 
 

  4. 地方公共交通分野へのソーシャル・インパクト・ボンドの導入可能性と運用スキームの提案  
衛藤彬史（神戸大学） 38(4) 
 

  5. 太陽光発電事業を実施する農業法人の特徴に関する分析  
野津 喬（早稲田大学）  

 
 ◎バッファタイム 
 

昼食休憩 

秋期シンポジウム（オンライン開催） 
 テーマ：大学・地域連携のあり方を考える 
 
講演１：西 和盛 氏（宮崎大学） 
講演２：阿部 健一 氏（総合地球環境学研究所） 
事例紹介：３題報告 世界農業遺産高千穂郷・椎葉山地域活性化協議会 
          戸敷 二郎 氏（五ケ瀬中学校校長） 
          嶋田 奈穂子 氏（総合地球環境学研究所） 
 

休憩 

交流会 ＜オンライン開催＞ 

 
 

  



第２日 １２月２０日（日） 

9:40 

11:30 

13:30

15:20 

第１会場（オンライン開催） 

〈B：地域資源と地域づくり〉 

コーディネーター：服部 俊宏（明治大学）

1. 歴史的環境保全と住民組織の役割に着目した韓国の集落活性化事業
（副題）慶尚北道奉化郡タクシルマウルを事例に

朴 弘烈（大阪大学） 他2名 

2. 中国瀋陽市近郊・企業参入型の農村集落における農地と宅地の利用実態及びその課題
（副題）瀋陽市尹家街道の尹家集落を対象に

張 然（神戸大学） 他2名 

3. ワークショップにおける「参加の実質化」をめぐって
（副題）青森県「地域経営」事業におけるアクション・リサーチを踏まえて

平井太郎（弘前大学） 

  4. 中山間地域における自然資源の認識とプレイス・アタッチメントの関係 
  （副題）福島県只見町を対象として 

山崎義広（駿河台大学） 他2名 39(3) 

  5. 埼玉県加須市「浮野の里」における景観資源としてのノウルシの分布及び生育立地特性の評価 
大澤啓志（日本大学） 39(3) 

◎バッファタイム

昼食休憩 
理事会・評議員会（11:30-13:30）

（オンライン開催）

〈C：農業・農村における営みと文化の継承〉 

コーディネーター：清水 夏樹（神戸大学）

1. 集落営農組織における後継者の帰属意識とネットワーク形成
（副題）山形県における新規参入者を事例として

桒原良樹（山形大学） 他3名 

2. 農業水利施設高度利用事業の導入を契機とした住民主導型まちづくりの世代交代に関する研究
（副題）滋賀県甲良町における「せせらぎ遊園のまちづくり」30年後の検証

小野満 陽光（東京農工大学） 他2名 

3. 都市近郊のため池管理における次世代の人材確保の方法
（副題）管理作業環境のデザインに着目して）

柴崎浩平（神戸大学） 他3名 

4. 屋根葺き材料の仕様からみた瓦屋根景観の地域特性とその維持保全・継承の課題
（副題）伝統的建造物群保存地区における桟瓦と棟石の使用を事例として

藤居由香（島根県立大学） 

5. 八重山の川平・竹富・干立における御嶽の空間と祭事の継承に関する研究
大平和弘（兵庫県立大学） 他3名 

◎バッファタイム 10分

15:30 閉会挨拶（会長：一ノ瀬友博、オンライン開催） 


